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　2005年2月12日から16日にかけて米国カリフォ
ルニア州ロングビーチで行われた米国生物物理学会
the　Biophysical　Societyの年次総会に出席する機会を
得たので、その雑感を書いてみたい。
　米生物物理学会　the　Biophysical　Society
　米国生物物理学会は1957年に設立され、現在の会
員数は約7，㎜名である。わが国にも日本生物物理学
会があるが、米国生物物理学会はより広い分野を包括
しており、日本の生理学会にあたる部分をも含んでい
るように思われる。実際、アメリカの生理学者のうち、
特に細胞生理学の研究者の多くはこの学会に参加し
ている。（組織、器官系などのシステム生理学の研究者
は、米国生理学会American　Physiological　Societyに参
加しているようである。）米国生物物理学会の会員
は、化学、生化学、物理化学、細胞・分子・構造生物
学、神経科学、動物（含む人体）および植物生理学、工
学、数学、物理学など非常に多くの分野の研究者で構
成されている。学会が刊行しているBiophysical　Jour－
nal（インパクトファクタ45）という雑誌をみてみる
と、理論とモデリング、チャネル／受容体／電気信号、
電気生理学、生体膜、筋収縮、蛋白質、光生物物理、ス
ペクトル／イメージ技術、細胞生物物理、生体エネル
ギーなどのセクションに分かれて論文が掲載されて
おり、この学会の視野の広さがうかがえる。
　第49回年次総会49th　Annual　Meeting
　本年の年次総会はカリフォルニア州ロングビーチ
のコンベンションセンターで行われた。私はロング
ビーチがどんなところか知らなかったので、何となく
名前から九十九里浜のような景色を想像していた
（後でいろいろな人に笑われた）。実際には、油田と米国
海軍の基地があることにより発展した町であり、現在
では多くの工場によりなりたっているとのことで
あった。
　年次総会には、米国外からの参加者が非常に多いの
も特徴で、米国というより、国際学会に近い感じであ
る。参加者は約6，㎜名、発表演題数は約3，㎜であっ
た。このくらいが、それほど巨大すぎることもなく、小
さすぎることもなく、ちょうど良い規模ではないかと
思う。とはいえ、上記のように広い学問分野をカバー
しているため、実際には自分の分野以外のところはよ
く理解できない。結局、興味のあるセッションに限っ
て演題を聞き、ポスターを見て、知り合いの研究者同
士のつきあいを深めるということになる。私の場合
は、主にチャネル／膜輸送、骨格筋・心筋の興奮収縮
連関、平滑筋、細胞内Caシグナル関連のセッションに
参加したが、それだけでも忙しく、ついに学会期間中
どこにも遊びに行かずに毎日会議場に通うことに
なった（実は、こんなことは非常に珍しく、いつもは
観光も少しはする）。もっとも、ロングビーチという場
所柄が、車がないとどこにも遊びに行けないというこ
ともある。その意味で、学会に適した場所といえるか
もしれない。来年の年次総会はユタ州ソルトレイクシ
ティなので、今度も学会場に皆勤になるのでないかと
今から心配している。
　閑話休題。私は心筋のセッションで、一緒に行った
渡辺講師は平滑筋のセッションでポスター発表を
行った。発表に対して好意的、批判的なコメントを受
けることは常に有益である（というのはたてまえで、
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中にはあまり聞きたくないのもある）。それ以上に有
益なのは、多くの研究者と知り合いになり、久しぶり
にあった人と研究の現況を語り合い、あるいは旧交を
あたためることではないかと思う。今後、共同研究に
発展しそうなテーマもあり、そのような話をしている
と時間を忘れてしまう。今回も、多くの人たちから多
くの刺激を受け、ともすれば日常の中に埋もれそうに
なる研究に対する情熱を新たにすることができた。
　トピックス：TRP　channels
　私が理解できる範囲の分野での最近のトピックス
として、TRPチャネルのことを少し書いてみたい。
TRPというのはTransient　Receptor　Potentialの略で、
もともとはショウジョウバエで見つかった（TRPは
“トリップ”と発音する）。網膜に光があたると、裾細胞
に受容体電位receptor　potentia1が発生する。通常は光
が当たっている間、受容体電位も持続するが、ある種
の突然変異ショウジョウバエでは、受容体電位が一過
性transientに終わってしまう。この突然変異種を調べ
てみたところ、1990年代の始めごろに遺伝子孟η：，の異
常が見つかり、この遺伝子がコードしているチャネル
はTRP　channelと名づけられた1”2）。その後、データ
ベース検索により非常に多くのTRP　channelのアイ
ソフォームが見つかり、TRP　channelsは線虫から哺乳
動物（ヒトを含む）にまで分布する大きなsuper－
familyを形成することがわかった（たかがハエと馬鹿
にしてはいけません）。現在では、TRP　superfamilyは
大きく6つの群に分けられているが、このうちの
TRP－V，　TRP－C，　TRP－Mについて簡単に紹介する。1）
TRP－V　familyにはTRP－V　lからTRP－V6までのチャ
ネルがある。これらのチャネルは熱、浸透圧刺激や機
械的な刺激のような物理的あるいは化学的な刺激で
開口する特徴がある。TRP－V　1およびTRP－V2は脊髄
後根神経節のニューロンに存在し、Ca2＋を透過する
チャネルである。これらのチャネルは、痛みをひきお
こす熱刺激により開口することから、侵害刺激に対す
る痛みの受容機構の一つとして注目されている。おも
しろいことに、これらのチャネルは、唐辛子の辛味成
分であるカプサイシンcapsaicinによっても開口する
ので、カプサイシン受容体とも呼ばれている3－5）。これ
らのチャネルはTRP　superfamilyの中で最も機能解析
が進んでいる例である。2）TRP－C　familyにはTRP－
ClからTRP－C7までのチャネルが分類されている。
これらのチャネルは細胞内信号伝達系により開き、
Ca2＋（とNa＋）が細胞内に流入する。小胞体などの細
胞内Ca2＋貯：蔵が枯渇した時に開いて、貯：蔵Ca2＋を補
給する役割を果たしている可能性がある。3）TRP－M
familyにはTRP－M　lからTRP－M8までのチャネルが
ある。これらのチャネルの機能はよくわかっていない
が、細胞増殖、分化、細胞死への関与が考えられてい
る。一部のチャネルはMg2＋をよく透過し、細胞内
Mg2＋濃度を一定に維持する役割を果たしているかも
しれない。
　以上のように、TRP　superfamilyは遺伝子レベルで
の解析、分類はかなり進んできているといえるが、一
部を除いてチャネルの機能およびその生理的意義に
ついてはほとんど明らかになっていない。TRP　super－
familyは全身にユビキタスに発現していることがわ
かっており、これらの機能が様々な生体機能の制御に
関与していることは疑いない。今後、これらのチャネ
ル機能の解明が進み、その細胞レベル、組織レベル、生
体レベルでの役割が明らかになることが期待される。
TRP　superfamilyの名称について詳しいことは参考文
献6－8を参照してください。
　最後になりましたが、今回の私の学会参加に際し
て、東京医科大学から渡航費用の補助をいただきまし
た。感謝いたします。
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